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  1949 年 10 月 24 日前夜、潮州、汕頭から移駐してきた胡璉将軍を司令官とする第十二兵
団が金門に到着し、金門の防衛を引き継いだ。その日の夜、約二万人の共産党軍が金門の
西北の古寧頭に上陸しようとし、 国民党軍と 56 時間もの激戦を繰り広げた。 4国民党軍は内
戦以来の貴重な勝利を収め、共産党軍の「金門等を手に入れて台湾を解放する」という軍
事行動をしばらく食い止め、台湾の国民党政府に一息つかせた。 
	  1950 年 6 月に朝鮮戦争(Korean War)が勃発し、トルーマン(Hurry Truman)大統領は台
湾海峡を「中立化」(neutralization)することを決定し、中華人民共和国が台湾を攻撃する
こと及び中華民国が中国大陸を攻撃することを阻止した。未解決だった中国の内戦問題は
国際問題になり始め、さらにスケールの大きい冷戦(the Cold War)の一部となった。5 
	  しかし、台湾海峡の中立化は金門の平和を保証するものではなく、逆に金門での戦争は
継続し、1950 年 7 月の「大胆戦役」 、1954 年の「九三戦役」 、1958 年の「八二三砲撃戦」
（「 台 湾 海 峡 危 機 」 と も 言 う ）、 1960 年の「六一七砲撃戦、六一九砲撃戦」等が行われた。
反共救国軍のゲリラ部隊も金門を基地とし、三回にわたり福建省沿岸の島を突撃し、1952
年 1 月の「湄洲島突撃」 、1952 年 10 月の「南日島突撃」 、1953 年 7 月の「東山島突撃」等
が行われた。1958 年の「八二三砲撃戦」の後は、共産党軍は金門に対して「単打双不打」
（奇数日に宣伝用の印刷物を詰めた宣伝弾を打ち、偶数日には停止する）という象徴的な
武力威嚇を 1978 年 12 月 15 日の米中国交樹立まで続けた。 
	  軍事統治下の金門は「三民主義模範県」として改造され、いわゆる「管、教、養、衛」
の四大建設の下に政治、教育、経済、軍事等の面で一種の「軍事化されたユートピア的現
代主義(militarized utopian modernism)が作り出された。61992 年 11 月 7 日になってよう




防部史政処の『金門戦役』 （1957）、 国 史 館 の 『 金 門 古寧頭舟山登歩島之戦史料初輯』 （1979）
と『金門古寧頭舟山登歩島之戦史料続輯』 （1982）等がある。戦地政務時期のものには許如
中が編修した『新金門志』 （1959）があるが、軍事教育的な色彩が強く、内容は軍がいかに
                                                   
3  李永熾監修、薛化元主編『台湾歴史年表―終戦編Ⅰ（1945－1965）』、 台 北 ： 業 強 出 版 社 、
1990 年、78 頁。 
4  金門県政府『金門県志』続修、金門：編者自印、2009 年、99－101 頁。 
5  Michael Szonyi, Cold War Island: Quemoy on the Front Line, New York: Cambridge University 
Press, 2008, p.25. 















                                                   
7  以上の各領域の重要作品は Accinelli 1996;Chen Jian 2001;Gong Li 2001;Chang 
1990;Zhai 1994;Christensen 1996 等を含む。 
8  例えば（中国）沈衛平原著、劉文孝補校『金門大戦：台海風雲之歴史重演』 、台北：中国
之翼、2000；（ 台 湾 ） 田 立 仁 『 金 門 之 熊 ： 国 軍 装 甲 兵 金 門 保 衛 戦 史 』、 台 北 県 中 和 市 ： 大 河
文化総経銷、2007。 
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2009；国防部『烽火歳月：823 戦役参戦官兵口述歴史』 、台北；編者自印、2009 等。 
10  以下のものを含む。 （１）余光弘、魏捷茲(James R. Wilkerson)編『金門暑期人類学田野
工作教室論文集』 、台北：中央研究院民族学研究所、1994；（ ２ ） Michael Szonyi，Cold War 
Island: Quemoy on the Front Line, New York: Cambridge University Press, 2008；（ ３ ）
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王秋桂主編『金門歴史、文化与生態国際学術研討会論文集』 、台北：財団法人施合鄭民俗文
化基金会出版、2004、523―544 頁； （４）江柏煒「誰的戦争歴史？金門戦史館的国族歴史
vs 民間社会的集体記憶」 、 『民族曲芸』156 期、台北：施合鄭民俗文化基金会、2007、85―155
頁； （５）川島真「金門的軍事基地化与僑郷因素的変遷：1949 年前後的連続与断絶」 、林正
珍主編『2008 年金門学学術研討会論文集』 、金門：金門県文化局、2008、207―220 頁； （７）
周妙真『官方影像中的金門戦地婦女形象（1949－1978）』、 金 門 技 術 学 院 閩 南 文 化 研 究 所 修
士論文（以下では閩南所修士論文と略す） 、2007；（ ８ ） 蔡 珮 君 『 従 伝 統 聚 落 到 “ 戦 闘 村 ”：
以金門瓊林為例』 、閩南所修士論文、2008；（ ９ ） 林 美 華 『 傾 聴 戦 地 的 声 音：金門的戦地広
播（1949－1992）』、 閩 南 所 修 士 論 文 、 2008；（ 10）李瓊芳『戦地政務時期的金門学校教育』 、
閩南所修士論文、 2008；（ 11）李 雯『 従 漁 港 、軍 港 到 商 港 － 金 門 料 羅 村 及 其 港 口 之 空 間 変 遷 』 、
閩南所修士論文、2009；（ 12）李皓『金門戦地政務体制下的民防自衛体系』 、政治大学歴史
研究所、2006；（ 13）呂静怡『 「出操」的記憶与認同：金門婦女隊員的生命経験叙説（1949
－1992）』、 慈 済 大 学 人 類 発 展 研 究 所 修 士 論 文 、 2008。 
11  例えば以下のものがある。 （１） 黄振良 『金門戦役史蹟』 、 金門：金門県文化局、 2003；（ ２ ）
江柏煒、 劉華嶽 「金門 「世界冷戦記念地」 ：軍地地景的保存与活化芻議」 、 江柏煒等主編 『2008
金門都市計画国際研討会論文集』 、金門：金門県政府、2009、77―124 頁； （３）J.J.Zhang
（張家傑） ＆Bo-wei Chiang （江柏煒） 、 “‘Normandy’ or ‘Las Vegas’? Positioning ‘Kinmen’ in the 
Post-war (Re)construction Era”、 江柏煒等主編 『2008 金門都市計画国際研討会論文集』 、 金門：
























生産と再生産の役割における模範女性（ women  as  producers  and 
reproducers） 











                                                   
12  例えば 1951 年には「金門県農林試験所」 （金門県農業試験所の前身）が設立され、1956
年には「金門県林務所」が成立し、1960 年には「金門県牧馬場」 （金門県畜産試験所の前身）
が成立し、1968 年には金門県農業試験所の管轄下に「水産站」 （金門県水産試験所の前進）
が設立された。   5 































図１（左） ：1950 年代の魚網の補修（金門県政府、 「胡璉将軍珍蔵文物、写真類」 、編集番号
E068、未出版） 





                                                   




















図３（左） ： 「貧民自助縫紉班」の労働女性（ 『正気中華日報』 、1963 年 5 月 3 日第四版） 
図４（中） ：金門酒工場の生産ライン（ 『正気中華日報』 、1969 年 11 月 27 日第二版） 


















                                                   
14  作者不明「戦地計画、女子商店」 、 『正気中華日報』 、1980 年 5 月 20 日第二版。   7 
 
 
図６（左） ： 「小麦の花」が穀物の乾湿度を検査する（ 『正気中華日報』 、1972 年 6 月 15 日第
二版） 
図７（右） ：金門酒工場の女性技術員が仕事を行う（ 『正気中華日報』 、1972 年 7 月 10 日第
二版） 
 





































き事例がある者。   8 

























	  これらの模範的な女性の典型は、まさに蒋介石夫人宋美齢の 1954 年 3 月 8 日の国際女性
デーの慶祝大会での言葉の、 “家”と“国”の両方の責任に対する女性のイメージのモデル
に呼応している。 
















                                                   
15  宋美齢「婦女節慶祝大会致詞---中華民国四十三年三月八日講」 、王亜権総編『蒋夫人言論
集』に収録、台北：中華婦女反共聯合会、1977、803－804 頁。   9 
は“良妻賢母”イメージの具体的な政治実践だった。実際に、この運動の発端は宋美齢が
指導する「中華婦女反共抗俄聯合会」 （以下婦聯会と略す）の活動の一つであり、その目的
































                                                   






17  洪国智『中華婦女反共抗俄か聯合会在台慰労工作之研究（1950-1958）』、 中 央 大 学 歴 史 研
究所修士論文、2003、53-57 頁。また、作者不明「代製征衣万件、婦女界発動中」 、 『正気中
華日報』 、1950 年 5 月 19 日第四版。 

































軍事動員と身体的な教化を受けた戦地の女（women as mobilized 
                                                   
19  『正気中華日報』の報道には例えば次のようなものがある。 （１）作者不明「金門婦女代
表は 21 日に中華婦女反共抗俄聨合会福建分会設立大会を開催することを決定、また女性を
動員して軍隊のために軍服を一万着を縫製する」 1950 年 5 月 19 日第四版 （２） 作者不明 「金
門防衛部婦聯会の軍服縫製の成績は第一位」1950 年 7 月 23 日第四版（３）作者不明「湖前
郷の女性が負傷兵のために洗濯」 、1953 年 8 月 24 日第四版（４）作者不明「戦士が国のた
めに苦労しているのに感謝し、浦辺の女性が衣服を補修」1957 年 4 月 1 日第四版等。 
20  1950 年 7 月 5 日『中央日報』第七版が方剛という作者が書いた「当我穿在身上」という
詩を掲載しているのがその一例である。詩の中では婦聯会の暖かい行動を賞賛し、戦場で
敵を消滅させて恩情に報いるとしている。   11 
citizens and disciplined body） 
1.  教育班から民間防衛自衛隊へ：女性の軍事動員 
1950 年代初め、 「全民武装、全民動員、全民戦闘」の呼びかけの下、金門の住民は性別、 
年齢、職業などに応じて防衛戦力に組み入れられた。民間防衛体系の実施の前に、女性の
動員は既に始まっており、まず女性教育班という名義で、識字教育と救護訓練を主とした
















	  1953 年から、軍は金門県民防指揮所を設立し、住民の軍事編成を拡大し、治安の維持に
協力させ、軍事作戦を支援させた。1957 年 12 月、国防部は『金馬地区各県民防総隊編組辦
法』を公布し、翌年 4 月には「民防総隊」を編成した。1967 年 5 月には、 「民防指揮部」に







                                                   
21  作者不明「役場は女性教育を普及させ、婦女教育班を設立する。十八歳以上四十五歳以
下の女性は一律に参加すること」 、 『正気中華日報』 、1951 年 3 月 5 日第四版。 
22  『婦女教育班入学規則』第一条「教育班の受講生は以下の場合参加を免除される。 （一）
十八ヵ月未満の子供がいる者。 （二）家庭の生計を一人で支えている者（家の中で女性一人
が生産をしている場合に限る） 。 （三）妊娠三ヵ月の者。 （四）病気や障害があって参加でき
ない者。 」 （作者不明「役場は実施を徹底し、女性教育を普及させ、入学規則を制定して実
施させることを決定」 『正気中華日報』1951 年 4 月 14 日第四版。 ） 
23  作者不明「烈嶼の新しい風景、女性の知的好奇心が盛ん」 、 『正気中華日報』 、1951 年 1
月 27 日第四版。 
24  金門県政府、前掲書、1265-1268 頁。 
25  1968 年 9 月、金門全県の 155 の自然村で戦術の必要のために、人口、地形面積、指揮掌
握等の状況を調べ、73 の戦闘村に改編し、 「軍、政、警、民」を一体化した。また、1976
年から金門、賢厝、頂堡、安歧、昔果山、后湖、瓊林、成功、沙美、斗門、陽翟、内洋の








は 18 から 35 歳の身体健康な女性によって組織され、政令及び規約、防諜、慰問及び負傷
者の救護、老人や体の弱い者の扶助、児童のしつけ、軍事勤務の補助等の仕事を宣伝した。
予備隊は 16、17 歳の若い女性によって組織され、見張り、検査、防諜、通信、政令及び規
約の宣伝等の任務に協力した。1967 年の民防指揮部の組織では、17 から 35 歳の女性は婦
女分隊に編入され、救護処理と政治戦、心理戦の宣伝の呼びかけの任務を担当した。12 か
ら 17 歳と 36 から 55 歳の女性は予備分隊を編成し、人員の避難、検査、防諜、通信、政令
の宣伝等の任務に協力した。1968 年になると戦闘村が設立され、村の 16 歳から 35 歳の未
婚の女性住民は守備隊を編成し、村の自衛戦闘と反降下作戦、軍事勤労支援、捕虜の監視
等の任務を担当した。18 から 45 歳の既婚女性は勤務隊に編入され、戦闘中の心理戦による








家の祭典や外賓の訪問では、女性自衛隊は銃器訓練や行進儀式を披露した。1972 年 9 月 3
日の軍人節では、男女の自衛隊は初めて台湾に赴き国軍運動大会の銃を持った行進に参加
し、10 月には再び建国記念の行進に参加した。翌年の軍人節では、300 人の女性自衛隊員






軍事化されたイメージは、 広く国民に知られており、 “戦地金門の精神” の再現のみならず、
強大な“自由中国”の象徴であった。毎年の女性自衛隊の建国記念行進の実演は、一種の




                                                   
26  金門縣政府， 《金門縣志》 ，頁 852。 
27  金門縣政府， 《金門縣志》 ，頁 1265-1268。 




図 10（左） ：幼稚園教師の射撃訓練（ 『正気中華日報』 、1965 年 7 月 4 日第二版） 











図 12（左） ：1970 年代の心理戦の宣伝呼びかけ訓練（金門県政府「胡蓮将軍珍蔵文物、写
真類」 、編集番号 E075、未出版） 








図 14（左） ：救護課程の訓練（ 『正気中華日報』 、1964 年 3 月 28 日第四版） 









図 16（左） ：婦女隊の歩調練習（ 『金門日報』 、1969 年 3 月 14 日第二版） 
図 17（右） ：金城の民防隊員（ 『正気中華日報』 、1968 年 12 月 2 日第二版） 
 
 







図 18（左） ：自衛隊が建国記念行進に参加する（ 『正気中華日報』 、1972 年 10 月 16 日第二
版） 
図 19（右） ：金門の女性自衛遺体が九三軍人節の行進に参加する（ 『正気中華日報』 、1973
年 9 月 11 日第二版） 
 
	 	  


















                                                   







30  1958 年頃に民防訓練を受けた呂旺曾は「民防隊員は軍服を着てはいるが、結局は民防隊
であり、肩章もなければ、番号もなく、人にどこの部隊かと尋ねられてもなんと答えてい
いかわからなかった。後に（制服の制作費が）八十元五角だったのを思い出し、とてもも
ったいなく感じ、 『八〇五部隊』と自称するようになった。 」と述べている。 （林馬騰『烈嶼
的烽火歳月』金門：金門県立文化中心、2003、66-67 頁。） 
31  戦闘村の女性を例にすると、18－45 歳の既婚女性は勤務隊に編入され、主に心理戦呼び






































                                                                                                                                                     
備隊に入り、村の自衛戦闘、反降下作戦、軍事勤務支援、捕虜監視等の軍事任務を担当し
た。両者の差は非常に大きかった。 
32  呂静怡、前掲文、90-91 頁。   16 
という社会順応の集団心理も現している。 





































                                                   
33  呉華「無尽年華：一個婦女隊員的日記」 （一～十六） 、 『正気中華日報』 、1958 年 8 月 31
日から 9 月 21 日第四版。 














    3.訓練と懲罰：女性の身体美学の議題の公共化 
	  1950－60 年代、軍は“改良風俗”の名の下に女性の身体の装いに対する各種の規範及び




















	  国家、統治術と身体コンロトールの理論は、欧州の学者ルイ・アルチュセール（Louis 
Althusser）とミシェル・フーコー（Michel Foucault）が多くの啓発を提供している。簡単に
                                                   
35  作者不明 「各校の女生徒に注意。 パーマ化粧を禁止する。 旗の昇降時は敬礼するように」 、
『正気中華日報』 、1951 年 3 月 20 日第四版。 
36  作者不明「民間の華美な風紀を取り締まり。警察は会議によって女性のパーマを厳禁す
ることを決定した」 、 『正気中華日報』 、1951 年 5 月 26 日第四版。 
37  作者不明「奇妙な髪型の女性には、改正を勧告する」 『正気中華日報』 、1961 年 3 月 13
































人心を慰め、欲情の対象となる柔美な女性（women  as  consolatory  and 
sexual objects） 
    1.戦地社会の人口の性別構造及びその課題 
	  1956 年、金門が戦地になってから最初の人口調査が行われ、その後５年ごとに一回行わ
れ、統計は烏坵郷――福建省の莆田の外海の大坵及び小坵の二つ小島に位置する――まで
もカバーしていた。1966 年から人口数と性別の割合の外に、職業、兵役年齢の男女、学齢
                                                   
38  Althusser, Louis, Lenin and Philosophy. Trans. Ben Brewster. London: New Left Books, 1971, 
p.62. 
39  Foucault, Michel, Discipline and Punish: the Birth of the Prison. Trans. Alan Sheridan. New 





口は 1956 年の総数には及ばず、社会発展の停滞が顕著になった。 （表２） 
 
表２：1956－1992 年の金門の居住人口及び性別比率（五年ごと） 
年度  現住人口  兵役年齢
男子 
（16 歳以上）  
兵役年齢
女子 
（16 歳以上）  
学齢児童 
合計  男（比率％）  女（比率％） 
1956  45,234  22,495（49.73）   22,739（50.27）   8,593  5,064  9,210 
1961  47,528  24,248（51.02）   23,280（48.98）   8,643  5,140  8,572 
1966  56,842  28,754（50.59）   28,088（49.41）   8,822  5,791  11,502 
1971  61,305  30,794（50.23）   30,511（49.77）   8,717  5,807  13,335 
1976  58,743  30,141（51.31）   28,602（48.69）   11,688  8,899  16,272 
1981  50,248  26,047（51.84）   24,201（48.16）   12,112  7,357  13,034 
1986  47,779  24,656（51.60）   23,123（48.40）   11,482  8,110  10,555 
1991  43,442  22,506（51.81）   20,936（48.19）   11,238  5,362  10,189 











	  米国の国立公文書館には 1954 年の中央情報局（Central Intelligence Agency）の金門、馬祖




る。1965－80 年代は依然として 4 個の守備師団（4－6 万人以上） 、1 個の本部予備隊の増強
師団（約 2－4 万人）が配置されえおり、人数は推定 6－10 万人以上もいた。つまり、1980
年代以前、軍隊を入れた金門の総定住人口の男性比率は 75％前後だった。
42 
                                                   
40  金門県政府『金門県志』続修、215 頁。 
41  CIA, The Chinese Offshore Islands, 8 Sept. 1954, p.3.（CIA-RDP80R01443R000300050008-7, 
National Archives , USA） 
42  1980 年代中期以降、 金門の駐屯軍は金東、 金西、 南雄、 烈嶼等の師団編成を維持したが、  20 
	  さらに 15 歳以上の男女の人数を既婚女性を除いて計算すると、結婚適齢期の性別比率は
さらにかけ離れていた。1966 年を例にすると、15 歳以上の総人口は 27,109 で、そのうち未
婚男性は 3,728 人、未婚女性は 1,688 人、既婚男性は 8,651 人、既婚女性は 9,353 人だった。





























	  しかし、歪んだ性別構造は金門の女性に婚姻関係での選択権を増やし、1980 年代以前は
                                                                                                                                                     
人数は 55,000 人前後だった。駐屯軍の数は 1997 年に李登輝総統が国軍の「精実案」を進め
てから大幅に縮小され、わずか 25,000 人になった。2007 年 11 月、金門は旅団単位を取り
消し、兵力は１万人に削減された。 （許紹軒「金門駐屯軍、最大時には十七万人に達する」 、
『自由時報』 、2009 年 6 月 3 日第二版） 
43  Szonyi, Ibid., p162. 
44  『金門県志』続修、217-218 頁。交代制度の表向きの理由は、 「部隊作戦、訓練、労働と
休息のバランスをとり、士気を高め、戦力を増強する」というものだったが、実際は国軍
の派閥化、地方化を避けるためだった。 
45  1949-1958 年に、一部の国軍は金門各集落の民間住宅に散居していた。その後兵舎が大規
模に建設され、駐屯軍はようやく移転した。 
46  呂静怡、前掲文、56 頁。 





































                                                   
48  陳金枝（1954 年生まれ）へのインタビュー、後浦珠浦北路許宅、2008 年 7 月 13 日。 
49  Szonyi, Ibid., p.163. 
50  魏光森「金門「三八」婚姻制」 、 『正気中華日報』 、1962 年 3 月 8 日第四版。もちろん地方
の風習を貶すことは、社会改革の正当性を獲得することに役立つ。そのため軍の「三八制」
結納金の風習には政治的な目的があった。 





























図 20（左） ：1951 年の春節慰問演芸会（ 『正気中華日報』 、1951 年 3 月 1 日第四版） 
図 21（右） ：名優顧正秋の上演（『 正 気 中 華 日 報 』、 1951 年 3 月 1 日第四版） 
 








                                                                                                                                                     
が、実際は当時国防部総政治部主任を務めた蒋経国の呼びかけに呼応して発足した準政府
組織だった。 
53  1965 年から、国軍は「国軍新文芸運動輔導委員会」を設立し、学者を招いて政策研究と
創作の指導を担当させた。1968 年 5 月にはさらに「国軍文芸戦闘工作隊」を設立し、その
趣旨は国軍の精神戦力を養うこととされた。 
54  作者不明「香港スター崔萍昨日金門に到着して軍を慰問、今回は三日間の公演を行う」 、














図 22（左） ：金城政戦芸工隊と兵士のダンス（ 『正気中華日報』 、1968 年 1 月 27 日第二版） 
図 23（中） ：金城政戦隊―「烈嶼三鳳」 （ 『正気中華日報』 、1972 年 2 月 2 日第二版） 
図 24（右） ：国民党公路支部第三文化工作隊の大胆島での慰問（ 『正気中華日報』1965 年 9

















                                                                                                                                                     
に到着して軍を慰問」 、 『正気中華日報』1960 年 3 月 17 日第一版。作者不明「三人のミス中
国昨日金門を訪問、各地で歓迎を受ける」 、 『正気中華日報』 、1961 年 5 月 22 日第一版。 
55  作者不明「婦女隊が五つの隊を組織して、定期的に島を回って慰問」 、 『正気中華日報』 、
1950 年 3 月 29 日第四版。作 者 不 明「 軍 友 社 が 昨 日 金 城 、金 山 の 女 性 を 動 員 し て 烈 嶼 で 慰 問 」、
『正気中華日報』 、1957 年 4 月 17 日第四版。 
56  作者不明、 「スターの慰問エピソード」 、 『正気中華日報』 、1971 年 1 月 17 日第二版。作者
不明「中国電視と台湾電視の芸能人が金門到着、軍と民間を慰問」 、 『正気中華日報』 、1974
年 1 月 31 日第二版。作者不明「銀色の隊列、きらめく星、軽やかな歌と踊り、三軍を楽し













図 24（左） ：慰問のために歌う陳今佩（『 正 気 中 華 日 報 』、 1971 年 1 月 17 日第二版） 


























   25 
図 26：中国大陸を漂う宣伝弾になった鄧麗君の写真（翁沂杰提供） 
 










	  1951 年 10 月 16 日金門の金城に「仁武特約茶室」がオープンし、金防部政五組によって
管理され、憲兵が派遣され秩序が維持された。 （図 27）1954 年から金門本島の庵前、成功
（陳坑） 、小徑、山外、沙美（当初は東蕭に開設）及び烈嶼の青岐、後宅、東林等に特別 
茶室が続々と開設され、また安歧の移動茶室及び外島（大胆）の巡回サービスステーショ
ンも開設された。 （図 28、29）なかでも金城が総本部であり、庵前は将校専門だった。 















図 27（左） ： 「軍楽団」開設のニュース（ 『正気中華日報』 、1951 年 10 月 16 日第四版） 
図 28（右） ：庵前の特約茶室（金門県政府、 「胡璉将軍珍蔵文物」 、写真類：編集番号 E074、
未出版） 
 
                                                   
57 「八三一」 は仁武特約茶室の電話が 831 だったためにつけられた名前だと言われている。 















































り各一人とする。例えば成功、后宅、青歧は丙級茶室とする。 」 （金防部、 「特約茶室管理規
則」 （75）才幹字第一三九一号函、民国 75 年 9 月 30 日。） 
61  陳長慶、 『時光已走遠』 、金門：金門県文化局、2005、162-164 頁。 
62  金防部、 「特約茶室管理規則」 （75）才幹字第一三九一号函、民国 75 年 9 月 30 日。   







































                                                   
64  金門県県政諮詢代表会、 （81）諮議字第三九三号、民国 80 年 10 月 20 日。 
65  黄玉花等三人陳情書、民国 80 年（日付不詳） 、金門県警察局蔵。 
66  1949 年以降、中華民国の体制内に福建省政府は存続し、金門、連江（馬祖）の二県を管
轄していた。 
67  福建省政府「福建省金門県管理娼妓辦法草案」 、民国 80 年、金門県警察局蔵。 
68  洪集輝（1975-1981 に中正国民小学に通う）へのインタビュー、2006 年 5 月 2 日、金門
技術学院。 





































機能を備えるものもあり、 ビリヤード場を付設しているものもあった。 1990 年代初期まで、
軍人の消費経済は十分に活発であり、経営内容も次第に多くなっていった。地方社会は一
                                                   
70  夏裕民「風塵侠女黄秀琴」 、 『正気中華日報』 、1957 年 1 月 21 日第二版。 
71  作者不明「 「茶」と同情。特約茶室の職員と従業員、被災者救援に八千元を募金」 、 『正気





1951 年 10 月から、金門県政府は「パーラー」 、 「ビリヤード」 、 「飲食店」 、 「茶室」 、 「理髪」 、
「浴場」等を“特殊営業”とし、女性店員を雇うことを一律に禁止した。
72 





























                                                   
72  作者不明「県政府、特殊営業では女性店員の雇用を禁止し、純朴な風紀を維持すること
を決定」 、 『正気中華日報』 、1961 年 10 月 9 日第四版。 
73  薜翰勲「映画館は盛況、女性店員は艶やかさを競う」 、 『正気中華日報』1962 年 1 月 26
日第四版。   
74  謝白雲「闊別四月金城を見る」 、 『正気中華日報』 、1962 年 12 月 5 日第四版。   
75  作者不明「金城街頭」 、 『正気中華日報』 、1962 年 3 月 28 日第四版。 
76  作者不明「すみやかな進歩を要する金門の写真業」 、 『正気中華日報』 、1962 年 8 月 19 日
第四版。 
77  張振亜「金湖のエピソード」 、 『正気中華日報』 、1962 年 3 月 6 日第四版。 
78  作者不明「警察局、山外ビリヤード場の女性店員を取り締まり」 、 『正気中華日報』 、1962
年 2 月 1 日第四版。作者不明「パーラーの女性店員を禁ずる、関係機関は厳格に執行する
ように」 、 『正気中華日報』 、1962 年 4 月 6 日第四版。作者不明「女性の親族は特殊営業の店





                                     
 
図 30（左） ：餅菓子店の軍人の客と女性店員（ 『正気中華日報』 、1964 年 9 月 20 日第四版） 
図 31（右） ：烈嶼の特産店の女性店員（ 『金門日報』 、1971 年 9 月 7 日第二版） 
 
結論：国家／軍人／地方社会の間を仲介する性別政治 
	  戦地政務体制は高度に権威的で、 上から下への軍事統治だったが、 動員と教化の過程で、
地方政治は国家が直面しなくてはならない課題だった。 「管、教、養、衛」の四つの面で構
成される“軍事現代化”  （military modernization）は、一般に戦地社会の地方政治の運営の
核心と考えられた。 















































































ッツ（Catherine  Lutz）の米国ノースカロライナ州フェイエットビル（Fayetteville,  North 
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